
被災された皆さまに心からお見舞い申し上げます。 
 平成 30 年 7 月豪雨災害でお亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈りいたしますととも

に、ご遺族の皆さまに心からお悔やみ申し上げます。また、被災された皆さまに心からお見舞い申

し上げます。 

 被災された地域の一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。 

 

 

「地球温暖化防止のための情報誌」 
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「2018 ひろしま温暖化ストップ ! 

 フェア」開催中止
 「2018ひろしま温暖化ストップ！フェア」を7

月 23 日(月)、シャレオ中央広場において開催す

る計画で準備を進めてきましたが、7月 6日から

発生しました平成30年7月豪雨災害の影響ため、

開催は中止しました。 

 参加の準備を進めておられた団体・企業の皆様

には、大変申し訳ありませんでしたが、中止の際

はご理解をいただきありがとうございました。 

 来年度はより多くの市民の皆さんに参加いた

だけるフェアにしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月から 9月の活動 
○ 教育・学習WG 

 ・ 小学校での出前授業 

   7月 19日(木) 祇園小学校（安佐南区）  

・ 公民館等での出前講座 

 8月 8日(水) 宇品公民館（南区） 

      子供向けに講座・工作実施 

○ 役員会 

9月 25日 (火) 

H31 年度事業計画（案）及び予算要求（案）

について 

○ 家庭・消費者WG 

  草の根省エネ相談事業 

9 月23日(日) 第20回ひろしまバスまつり 

      (広島市中小企業会館総合展示館) 

       
活動詳細レポート 

｢祇園小学校出前授業｣ 
 祇園小学校の5年生4クラス148名を対象とし

て、地球温暖化出前授業を実施しました。 

音楽室で、2 クラスごとに（2 回）に分け、協

議会から2名が交互に講師になって行いました。 

地球の温暖化が進行しており、温度上昇を2℃

以内に抑えるための取組みが大切であること、私

たちが今後取り組まなければいけないのは「二酸

化炭素を出さない、減らす」ことと、「温暖化に

備える」ことであると説明しました。 

≪編集・連絡先≫ 

広島市地球温暖化対策地域協議会 

[事務局]広島市環境局温暖化対策課 

広島市中区国泰寺町一丁目 6 番 34 号 

TEL 082－504－2185 

FAX  082－504－2229 

E－mail:ondanka-t@city.hiroshima.lg.jp 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童へ質問を投げかけた際には、積極的に手を

挙げて答えるなど、活気あふれる雰囲気で授業が

進行しました。 

また、授業のまとめとして、先生から夏休みに

取り組む課題として、考えるように話されました。 

5年生はこれから環境についての勉強をしてい

くところであり、そのスタートとしてとても良い

授業内容であったとの評価をいただきました。 

 

｢宇品公民館出前講座｣ 
宇品公民館において、子供向けの地球温暖化出

前講座及びエコ工作を実施しました。 

参加人数は、15人でした。 
 

 地球温暖化についての説明と、環境省から借用
したＤＶＤ「地球との約束」の鑑賞では、約１時
間みんな真剣に聞いており、「温暖化防止のため

に自分たちにできることは積極的にしようと思
った」等の感想がありました。 
 引き続いてエコ工作では、ペットボトルを使っ
たふうせん砲ロケット作りに挑戦しました。  
作り方について子供たちから多くの質問があ

りましたが、工作の補助として多くの協議会員が
対応しため、全員が滞りなく作品を完成させるこ
とができました。 

   

｢第20回ひろしまバスまつり｣ 
9 月 23 日(日)に広島市中小企業会館総合展示

館において「第 20 回ひろしまバスまつり」が開

催されました。当協議会は、経済産業省中国経済

産業局、環境省中国四国地方環境事務所広島事務

所、広島県（環境政策課）、脱温暖化センターひ

ろしま、とともに「脱・温暖化フェア実行委員会」

の一員として、このイベントに参加しました。 

エコ工作ブースでは、ボランティアで参加し

た高校生にも協力していただき、子供たちに「ピ

コピコカプセルの迷路作り」を優しく指導しても

らいました。牛乳パックを利用したごみ収集車作

りも行い、ブース内は次々と挑戦する子供たちで

賑わいました。 



環境省から借用したＤＶＤ「地球との約束」

「私たちの未来」を、ブース内で放映して子供た

ちやスタッフの方々にも紹介しました。 

これからの活動予定 
○ イベントWG、家庭・消費者WG合同 

 ・ 10月 7日(日) 10：00～14：30 

エコロジーマーケット 

-環ッハッハ in よしじま- への参加 

広島市環境局中工場       

○ 協議会全体会議 

・ 10月 26日(金) 10：00～ 

市役所４階共用会議室 

○ 家庭・消費者WG 

  ・ 草の根省エネ相談事業 

     11月 3日(土)  

可部公民館まつり (安佐北区) 

    11月 10日(土)  10：00～15：30  

東野公民館まつり（安佐南区） 

 

 

 

 

 

 

 太陽光発電施設の紹介(18)
本川小学校(中区) 

 本川小学校には、平成26年度に10kWの太陽光

発電施設が設置されました。 

 設置場所  :  南校舎屋上 

 パネルの数 ： 48枚 

 コンピュータールームには、モニターが配置し

てあり、発電電力量などが見られるようになって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(小学校外観) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(南校舎外観) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(太陽光発電施設) 

 

  

 

 

 

 

 

 

（モニター表示） 

 



リーダー推進員研修への参加 
 9月 6、7日に高知市において中国・四国ブロッ

ク合同の地球温暖化防止活動推進員研修会が開

催され、当協議会から２名が参加しました。今回

のテーマは、「維新ぜよ！中国・四国地域の温暖

化防止活動」で、事例発表やグループワークなど

を通じて学び合いを行いました。 

 参加者は、中・四国9県の地球温暖化防止活動

推進員とセンター職員で69名でした。 

 講演「地球はこれからどうなるの」の終わりの

部分で、1992年リオデジャネイロで開催された地

球サミット」で 12 歳の少女（セヴァン・スズキ

さん）が行ったスピーチが動画で紹介されました。

このスピーチの内容は、私たちのこれからの取組

みにおいてとても考えさせられる内容でした。 

午後からは、推進員活動事例発表があり、広島

からは「ＥＳＣＯ事業」、山口からは「フードバ

ンク活動」、高知から「木育と紙すき体験学習」

の紹介がありました。 

 引き続いてのグループワークでは、まず参加者

の生まれた月日の順に並んで５名ずつのグルー

プを作りました。そのグループごとにグループワ

ークを行いました。 

 グループワークは、それぞれの推進員が「楽し

く実現、続けていける活動を考えてみよう！」と、 

手順に従って考え、グループ内で発表しました。 

 そして、その実現のための計画書を各自が作成

し、グループ内で発表したのち、グループの代表

となる計画書を選出して掲示しました。掲示され

た計画書を見て、参加者全員で優秀なものを選考

するという流れで進行しました。 

 今回の参加者の中には、93歳で頑張っておられ

る推進員の方がおられたことが、大変刺激になり

ました。まだまだ頑張らなければと、新たな意気

込みが湧いてきた研修でした。 

（参加者：今村・新宮原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号(41号)の掲載予告 

12月末発行予定 

・ エコロジーマーケット-環ッハッハ in よしじ

ま-(10月 7日)の報告 

 

協議会活動参加へのお誘い 

協議会では、学校への出前授業や公民館等への

出前講座、各種イベントに参加して省エネ相談な

どを行っております。 

この活動においては、昨年から広島市で実施さ

れています「広島市高齢者いきいき活動ポイント

事業」の対象になっております。 

温暖化は私たち「みんなの問題」。私たちとと

もに温暖化防止活動に取り組みましょう。協議会

では、あなたの参加を待っています。 

 

 編集後記

第 40 号はいかがでしたか。載せてほしい情報
やご意見などをお寄せください。お待ちしていま
す。  E－mail:ondanka-t@city.hiroshima.lg.jp 


